


あなた

ひがしのそらのあなたに　おうごんきょうのひかりをみました

あさ　わたしはでかけていく

おうごんきょうのあなたのもとへむかって

おうごんきょうはこはくいろのせきらんうんのかなたに

いなほのみのりのいろはなに？

あさまだはやき　いなほのくにのたいようのかがやき　たやかに

おいかけてはきづく

あきのみのりのたるほのおもみ

ほしかがやけや　ひしゃくぼし

わらいわらいて　あなたにであう

あなたはこなた　こなたはあなた



ようらん（ことのはあつめ）

わたしたちのようらんはこのせかい

ほわほわただようちょうや　ぶんぶんかなぶんかな

うみのまつばら　せみのこえ

ひぐらし　そのひぐらしのわたしたちは

いつでも　かぜのおとをききなさい

まいまいかたつむりのあゆみ　きらきら

やまは鎮守じゃ　おまつりさわぎ

しろくれないのまく　きつねのおしのびあしどりかるく

ほほーいほいと　しょうねんらや

わすれたはずのおさないきおく

たけはさらさら　さらさら　ささら　ささららら

つきみてほしみて　おひさまあびて

はなはつむなや　たねとってはこべ

とりみろ　とりをはこべらはこべ

うたうたいはやってきますよ

ようらんのこどもに　なにかうたをとせがまれて



わらしべ

わらしべおどりじゃ

あさひがあがりゃ　すずめがあそぶわ

わらしべは　いつもすいでんで　むしとりあそぶ

かかしとすずめのかかしとり

すずめみてろよ　おまえらがねてるあいだにゃ　ほしみのわらし

なんてんみてりゃ　みがなるぞよ

ふゆにゃ　あかごのくさきになるぞ



しゃおろんってよんで

しゃおろんってよんで

あましずく

 
しゃろろん　しゃおおん　しゃおろん

 
しゃおろん

 
しゃろろん

 
しゃおろん

 
しゃおろん

 
あめのなる上

 
ちいさなお上がくだってきたぞよ

 
たくさん　たくさん　いのちがみのるよ

 
たくさん　たくさん　いのちがおどるぞ

 
しゃおろん　のうた



まなび　まねび

せんせい「儒学というのは待つことが大切ということだよ」

 
　まなび

 
 
ぼく「儒学というのはね、待つことが大切なんだってさ。でもぼく待ってられない」

 
わたし「ふうん、ちょっとまって、もういっかいおしえて」

 
　まねび　まなび



恋文

 
 
 
 
 
　　　　な　わすれそ

 
 
 
 
 



うたうたい

うたうたいのうた

 
うたうたえ　うたうたえ

 
うたえ　じぶんのものがたり

 
うたえ　せかいのひみつ

 
うたえ　いのりのうた

 
うたうたえ　うたうたえ

 
そうら　みみをすませば　きこえるぞな　みんなのうた


